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亘
理
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
素
案
）の
住
民
説

明
会
が
、
三
月
十
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
四
日
間
、
町
内
四

地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
都
市
計
画
法
に
定
め
る

「
市
町
村
の
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
」の
こ
と

で
、
二
十
年
後
の
将
来
像
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
土

地
利
用
や
道
路
、
公
園
な
ど
の
整
備
方
針
を
示
し
て
、
将
来

の
計
画
的
な
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
指
針
と
な
る
も

の
で
す
。

　

亘
理
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
平
成
九
年
に
策

定
さ
れ
、
中
間
点
を
経
過
し
た
た
め
今
回
見
直
し
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。
見
直
し
は
、
平
成
十
八
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
第
4
次
亘
理
町
総
合
発
展
計
画
の
目
指
す
将
来
像
の
実
現

に
必
要
な
、
今
後
の
都
市
計
画
の
方
向
・
取
り
組
み
を
明
ら

か
に
し
、「
国
土
利
用
計
画
」や
宮
城
県
の
「
亘
理
都
市
計
画

基
本
方
針
」な
ど
の
上
位
計
画
と
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
策

定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
素
案
）に
掲
げ
る
目
標
と

な
る
都
市
像
を
、「
安
全
で
安
心
で
き
る
豊
か
な
田
園
都
市

亘
理
」と
し
、
①
山
・
海
・
川
・
田
園
の
多
彩
な
「
水
・
緑
」と

調
和
し
た
都
市
づ
く
り
。②
町
内
四
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
振
興
・

活
性
化
と
連
携
を
考
慮
し
た
都
市
づ
く
り
。
③
広
域
仙
台
都

市
圏
南
部
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
踏
ま
え
た
都
市
づ
く
り

の
三
つ
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　

三
月
十
日
、
逢
隈
地
区
で
行
わ
れ
た
説
明
会
で
は
、
参
加

者
か
ら
公
園
整
備
な
ど
の
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

住
民
の
価
値
観
の
多
様
化
に
適
切
に
対
応
し
て
、
ゆ
と
り
と

豊
か
さ
を
真
に
実
感
で
き
る
人
間
居
住
の
場
と
し
て
整
備

し
、
個
性
的
で
快
適
な
都
市
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

担
当
／
都
市
建
設
課　

都
市
整
備
班

☎
三
四
―
〇
五
〇
七

　

亘
理
町
史
下
巻
に
続
く
通
史『
亘
理
町
史 

現
代
編
』の
編へ

ん

纂さ
ん

が
こ
の
ほ
ど
終
了
し
ま
し
た
。

　

編
纂
に
あ
た
っ
た
亘
理
町
史
編
纂
委
員
会（
鈴
木
稔
委
員

長
）は
、
平
成
十
六
年
十
一
月
に
十
一
人
の
委
員
で
発
足
、
刊

行
ま
で
に
約
三
年
半
を
費
や
し
ま
し
た
。

　

亘
理
町
史
は
、
昭
和
五
十
年
に
明
治
時
代
ま
で
収
録
さ
れ

た
上
巻
と
、
大
正
時
代
か
ら
昭
和
五
十
年
ま
で
の
で
き
ご
と

を
網
羅
し
た
下
巻
が
昭
和
五
十
二
年
に
発
行
さ
れ
、
平
成
二

年
に
『
亘
理
小
史
』が
発
行
さ
れ
た
も
の
の
、
町
史
と
し
て
は

今
回
の
現
代
編
は
約
三
十
年
ぶ
り
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

　

現
代
編
は
、
こ
の
三
十
年
の
移
り
変
わ
り
を
中
心
に
太
平

洋
戦
争
後
の
歩
み
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
上
下
巻
の
訂
正
や

補ほ

遺い
（
書
き
漏
ら
し
た
内
容
）も
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

編
纂
委
員
会
で
は
、
次
に
発
行
予
定
の
民
俗
、
自
然
分
野

の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
近
く
に
も
委
員
が

訪
問
し
て
い
ま
す
の
で
、
情
報
提
供
と
調
査
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　
『
亘
理
町
史
現
代
編
』は
、
一
冊
三
、八
〇
〇
円
で
六
月
上

旬
発
売
予
定
。
詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
文
化
財
班
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

担
当
／
生
涯
学
習
課　

文
化
財
班（
郷
土
資
料
館
内
）

☎
三
四
―
八
七
〇
一

　

亘
理
駅
北
東
部
の
公
共
ゾ
ー
ン
内
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て

い
る
「
亘
理
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」の
機
能
や
施
設
に
つ

い
て
、
施
設
建
設
検
討
委
員
会
の
構
想
が
ま
と
ま
り
、
竹
澤

哲
也
委
員
長
は
三
月
十
四
日
、
齋
藤
町
長
に
構
想
案
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

施
設
建
設
構
想
案
は
、
①
建
物
は
平
屋
建
て
で
裸
足
で
歩

け
る
よ
う
床
暖
房
を
採
用
、
②
デ
ザ
イ
ン
よ
り
も
機
能
性
を

重
視
し
、
③
住
民
が
集
い
合
い
交
流
で
き
る
施
設
を
基
本
と

す
る
内
容
で
、
中
途
半
端
な
施
設
で
は
な
く
、
町
民
の
意
見

が
十
分
反
映
さ
れ
る
施
設
を
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

検
討
委
員
会
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
構
想
案
を
作
成

す
る
た
め
、
平
成
十
八
年
に
設
置
さ
れ
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
ほ
か
食
生
活
や
運
動
関
係
者
な
ど
、
一
般
公
募
を
含
め

三
十
人
の
委
員
が
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
会
議
は
主
に

グ
ル
ー
プ
討
議
形
式
で
行
わ
れ
、
建
物
で
は
「
太
陽
光
発
電

を
利
用
し
環
境
に
配
慮
し
た
省
エ
ネ
施
設
に
し
て
は
ど
う

か
」や
「
災
害
時
に
利
用
す
る
た
め
ホ
ー
ル
な
ど
は
広
く
間

仕
切
り
で
自
由
に
仕
切
れ
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
」な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

構
想
案
に
よ
る
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
基
本
的
機
能
は
、

①
行
政
機
能
、
②
直
接
サ
ー
ビ
ス
機
能
、
③
住
民
活
動
支
援

機
能
、
④
介
護
福
祉
事
業
提
供
機
能
を
柱
と
し
て
、
母
子
保

健
、
健
康
診
査
、
健
康
づ
く
り
や
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
な

ど
を
行
う
健
康
増
進
事
業
、
介
護
予
防
な
ど
を
総
合
的
に
行

い
、
保
健
福
祉
関
係
の
窓
口
業
務
も
行
う
案
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

提
出
さ
れ
た
構
想
案
に
つ
い
て
は
、
今
後
議
会
や
関
係
団

体
と
内
容
を
協
議
し
、
み
な
さ
ん
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

早
期
に
建
設
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

担
当
／
保
健
福
祉
課　

健
康
推
進
班

☎
三
四
―
〇
五
二
四

　

四
月
二
日
、
平
成
二
十
年
度
亘
理
町
教
職
員
転
入
・
新
任

者
服
務
宣
誓
式
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

宣
誓
式
に
は
、
町
内
の
小
・
中
学
校
に
他
市
町
の
学
校
か

ら
転
入
し
た
教
員
二
十
八
人
と
、
新
任
二
人
、
講
師
六
人
が

出
席
し
、
長
瀞
小
学
校
の
武
藤
育
子
校
長
が
代
表
し
て
宣
誓

書
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
の
松
岡
秀
明
委
員
長
は
「
先
生
方
は
勤
務

す
る
学
校
や
立
場
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
教
職
員
に
対
す
る

保
護
者
や
地
域
の
期
待
は
同
じ
で
す
。
全
体
の
奉
仕
者
と
し

て
努
め
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
教
育
長
は
「
学
力
と
道
徳
の
調
和
が
と
れ
る
よ
う
指

導
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、機
会
を
見
つ
け
て
地
域
に
出
向
き
、

地
域
の
方
々
と
ぜ
ひ
交
流
し
て
ほ
し
い
」と
地
域
と
の
関
わ

り
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

担
当
／
学
務
課　

教
育
総
務
班

☎
三
四
―
〇
五
〇
九

■
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
素
案
）の
説
明
会
を
開
催

■
亘
理
町
史「
現
代
編
」を
刊
行

■
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設
建
設
検
討
委
員
会
が
構
想
案
を
提
出

■
転
入
・
新
任
教
職
員
が
宣
誓

刊行した『亘理町史　現代編』 逢隈地区での説明会のようす（働く婦人の家）齋藤町長に構想案を提出する竹澤委員長（写真左）服務宣誓式で宣誓する長瀞小学校の武藤校長
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皆
様
に
親
し
ま
れ
る 

広
報
を
め
ざ
し
て

　
『
広
報
わ
た
り
』
は
、
高
度
経
済
成
長

真
っ
只
中
の
昭
和
四
十
二
年
五
月
に
誕
生

し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
、
五
百
号
を
お

届
け
す
る
こ
と
に
な
り
、
記
念
す
べ
き
広

報
を
発
行
で
き
ま
し
た
の
も
、
議
会
を
は

じ
め
諸
団
体
、
町
民
各
位
の
温
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
の
賜
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
今
日
の
行
政
施
策
を
進
め
る
上

で
、
町
の
考
え
方
や
方
策
を
広
く
町
民
の

皆
様
に
お
知
ら
せ
し
、
ご
意
見
を
い
た
だ

く
こ
と
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な

も
の
で
あ
り
、
そ
の
方
法
の
一
つ
と
し
て

『
広
報
わ
た
り
』を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
今
年
三
月
に「
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
」を
県
内
で
初
め
て
制
定
し
、
四

月
一
日
に
施
行
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
町
民
の
皆
様
と
協
働
で
暮
ら
し
や
す
さ

が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に

進
め
て
参
り
ま
す
が
、情
報
の
共
有
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り
広
報
紙
の
ほ
か
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
な
が
ら
皆
様
に
情
報

を
お
伝
え
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
『
広
報
わ
た
り
』の
果
た
す
役
割
は
、
町

民
の
皆
様
と
行
政
が
互
い
に
手
を
携
え
、

発
展
し
て
い
く
架
け
橋
で
あ
る
べ
き
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
町
民
に

親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
『
広
報
わ
た
り
』の

紙
面
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
を
お
約
束
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
ご
提
案
を
お
待
ち
申
し
上
げ
、
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

第87号（昭和49年8月）
　亘理漁協青年部。た
くましい海の男たちの
ようすを紹介していま
す。写真は水深を測る
ための道具（水深棒）
の製作風景。

第81号（昭和49年2月）
　キングスターズ。童
謡からジャズ、クラ
シックまで広いレパー
トリーをほこっていた
そうです（吉田生活セ
ンターでの練習風景）。

第90号
（昭和49年11月）
　互いに信頼できる仲
間づくりを進める亘理
青年団。亘理公民館に
て撮影。

第85号（昭和49年6月）
　PHP＆コーラス友
の会。今はなくなって
しまった亀甲松（早川）
の前で歌声が響きま
す。

亘理町長　齋藤　邦男

①�町職員時代の町長。
第219号（ 昭 和60
年2月）「こんにち
は亘理町役場です」

②�町長就任の記事（第
428号・平成14年
6月）

①�第59号（昭和47年4月）	 紙質も大きく改善（わら半紙のような材質からツルツルし
た紙）され、写真もきれいに掲載できるようになりました。

②�第198号（昭和58年5月）	『広報亘理』から『広報わたり』へ改名、より親しみやすい広
報紙へと変化していきました。

③�第306号（平成4年4月）	 B5サイズからより見やすいA4サイズに変更し、内容もリ
ニューアルされました。

④第367号（平成9年5月）	 現在の原形となるデザインになりました。

創刊号（昭和42年5月発行）
　『公民官報』に代わって町と町民のパ
イプ役となる『広報亘理』が誕生しまし
た。

　
『
広
報
わ
た
り
』は
昭
和
四
十
二
年
五
月
の
創
刊
以
来
、
早
い
も
の
で
四
十
一
年
、
五
百
号

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
は
、『
広
報
わ
た
り
』の
四
十
一
年
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

五
〇
〇
号
を
契
機
に
各
年
代
の
方
々
、
特
に
若
い
年
代
の
み
な
さ
ん
に
今
後
興
味
を
持
っ
て

読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
特
集
を
企
画
し
ま
し
た
。

五
〇
〇
号
記
念
特
集

『
広
報
わ
た
り
』の
四
十
一
年

五
〇
〇
号
記
念
特
集

『
広
報
わ
た
り
』の
四
十
一
年

時代を映し出す表紙 　昭和49年の表紙にグループ紹介がありました。今回掲載したものは
一部で、このほかに踊りや社交ダンスなどのグループが紹介されました。

①
②

①
②

③
④

�広報わたり

500号記念特集

� 広報わたり
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広
報
の
記
録
と
親
し
み 

あ
る
広
報
紙
を
め
ざ
し
て

　

広
報
紙
に
欠
か
せ
な
い
の
が
「
写
真
」。

単
に
状
況
を
伝
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ

の
時
代
の
で
き
ご
と
を
記
録
す
る
大
切
な

役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
五
十
年
代
ま
で
広
報
の
写
真
は
、

役
場
の
一
室
で
現
像
・
焼
付
け
を
し
て
い

ま
し
た
。
夏
の
暑
い
日
も
エ
ア
コ
ン
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
汗
を

流
し
て
現
像
し
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
に
も
映
像
フ
ィ
ル
ム
な
ど
も
残
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
貴
重
な
記
録
は
、
広
報

紙
と
と
も
に
町
の
資
料
と
し
て
大
切
に
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
が
浸
透
し
て
い
る
今
、『
広

報
わ
た
り
』も
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
と
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
て
編
集
し
て
い
ま
す
。
写
真

と
広
報
紙
、
関
係
資
料
は
電
子
媒
体
と
紙

媒
体
の
両
方
を
保
存
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
き
ち
ん
と
町
の
記
録
を
次
代
に
残

せ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

広
報
は
、
町
民
の
意
見
や
気
持
ち
を
紙
面
に
反
映
さ
せ
、

町
の
意
向
を
町
民
に
伝
え
る
大
切
な
役
割
を
果
た
す
目
的
が

あ
り
ま
す
が
、
一
方
通
行
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
広
報
紙
の
最
後
に
極
力「
編
集
後
記
」を
書
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
編
集
者
の
顔
が
み
な
さ
ん
に
見
え

る
よ
う
、
平
成
九
年
頃
か
ら
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ

ん
の
声
が
返
っ
て
く
る
よ
う
な「
広
報
紙
の
窓
」に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
を
契
機
に
、
わ
た
し
た
ち
広
報
担
当
者
も
よ

り
わ
か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
広
報
紙
づ
く
り
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。『
広

報
わ
た
り
』は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
町
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役

で
す
。
情
報
や
意
見
、感
想
な
ど
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
い
た
だ
き
、

こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
広
報
紙
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 写真をプリントするために使

われていた引伸ばし機

第397号（平成11年11月）
　西暦2000年問題。この頃のコ
ンピュータの日付プログラムは西
暦の下2ケタだけを使用して処理
されていました。しかし、2000
年になると「00」と処理されてし
まい1900年と誤ってシステム障
害が起こるのではないかと世界的
な問題となりました。
　結局事前に対策を講じたため大
きな混乱はありませんでした。

第171号（昭和56年4月）
　高屋小学校の創立100周年記
念式典に「Wけんじ（宮城けんじ
東けんじ）」が特別出演した記事が
大々的に掲載されています。宮城
けんじさんは高屋出身の漫才師で
した。

第35号（昭和45年3月）
　鹿島小学校が廃校され亘理小学
校と統合されるという記事。
　鹿島小学校は現在の鹿島保育所
の敷地にあった明治13年創立の
小学校で、新町・鹿島・神宮寺の
児童が通っていました。

第196号（昭和58年4月）
　昭和58年4月、町民憲章と町花、
町木が制定されました。町花「さ
ざんか」は寒さに向かって力強く
咲き、町木「黒松」は一年中緑を保
つことから、町が緑豊かな田園都
市として大きく発展する願いが込
められています。

第472号（平成18年1月）
　「伊達なわたり人」味噌技能士1級安達聡さん。

第381号（平成10年7月）
　緊急レポート「街が泣いている…失われたモラル」。

第222号（昭和60年4月）
　「写真集」掲載ページは荒浜地区。

気になる記事

広報紙が伝えること
　広報では、一般的な情報のほかに特集記事を掲載す
ることがあります。町の重要事項や社会問題など、み
なさんに理解してもらい、協力をお願いするために掲
載しています。
　また、みなさんの関心が高いものや、活躍する人物な
どを取り上げ、興味をもって読んでもらえる広報紙を
めざしています。それに加えて、第222号のように広
報が収集した貴重な写真を、町の記録として掲載する
こともあります。

　亘理町では、平成15年から広報紙に比べ新鮮な情報
をいち早く全世界に伝えることができるインターネッ
トを活用した広報も行っており、パソコン用と携帯電
話用のサイトを運営しています。ご利用ください。

URL
http://www.town.watari.miyagi.jp

（パソコン）
http://www.town.watari.miyagi.jp/mob/

（携帯電話）
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は
じ
め
に

　

広
報
わ
た
り
の
五
〇
〇
号
に
何
か
寄
稿
を
と
要
請
さ
れ
た
が
、
亘
理
町
を
離
れ
て
六
十
数
年
、
記
憶
も
お

ぼ
つ
か
な
い
の
だ
が
昔
を
思
い
だ
し
な
が
ら
駄
文
を
綴
っ
た
。

祝　
　

田

　

私
が
幼
少
期
を
過
ご
し
た
祝
田
で
は
付
近
の
農
家
が
苺
を
作
っ
て
い
た
。
と
き
ど
き
早
朝
の
苺
摘
み
を

手
伝
っ
た
が
、
つ
ま
み
喰
い
を
し
た
新
鮮
な
苺
の
味
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
苺
は
仙
台
の
業
者
が
毎
日
買
い

に
来
て
い
た
。
現
在
は
仙
台
苺
と
し
て
亘
理
産
の
苺
は
東
北
一
、
全
国
有
数
の
生
産
を
誇
る
が
、
そ
の
先
が

け
だ
っ
た
と
思
う
。

　

家
の
前
の
ど
う
で
ん
沢（
名
前
の
由
来
は
知
ら
な
い
）は
格
好
の
遊
び
場
で
、
流
れ
を
堰
き
と
め
て
鰻う
な
ぎと

り
に
興
じ
た
こ
と
が
懐
か
し
い
。

お
祭
り

　

桜
の
頃
の
四
月
十
六
日
は
亘
理
神
社
の
例
祭
日
。
昔
の
参
勤
交
代
に
な
ら
っ
た
の
か
、
み
こ
し
渡と

御ぎ
ょ

と

武
者
行
列
が
町
中
を
練
り
歩
い
た
。
白
鉢
巻
に
袴
を
は
き
、
刀（
錆
び
て
い
た
が
本
物
）を
指
し
て
行
列
に

加
わ
っ
た
も
の
だ
。
終
わ
り
に
振
舞
わ
れ
た
お
で
ん
と
お
こ
わ
の
う
ま
か
っ
た
こ
と
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ

な
い
。
祭
り
と
い
え
ば
愛
宕
神
社
の
祭
り
も
思
い
出
深
い
。
五
銭
の
小
づ
か
い
を
貰
っ
て
買
い
喰
い
を
楽

し
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
神
社
の
あ
る
愛
宕
山
は
一
五
一
メ
ー
ト
ル
、
小
高
い
丘
と
言
っ
た
方
が
よ
い
と
思

う
が
、
山
百
合
や
山
芋
掘
り
に
よ
く
登
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
山
は
子
供
時
代
冒
険
の
山
だ
っ
た
。

釣　
　

り

　

荒
浜
街
道
は
住
宅
、
店
舗
、
工
場
な
ど
で
昔
の
水
田
地
帯
の
面
影
は
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
昔
友
人

た
ち
と
連
れ
だ
っ
て
鮒ふ
な

や
鯰な
ま
ずを

釣
っ
た
り
、
ど
じ
ょ
う
と
り
に
興
じ
た
用
水
路（
三
段
掘
と
呼
ん
で
い
た
）も

今
は
判
然
し
な
く
な
っ
た
。
田
植
え
の
後
や
田
の
水
が
落
ち
た
十
月
頃
の
深
み
で
よ
く
釣
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

釣
り
で
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
鳥
の
海
の
ハ
ゼ
釣
り
。
網
で
す
く
っ
た
小
海
老
を
餌
に
堤
防
の
石
垣
に
竿
を

さ
し
て
ハ
ゼ
を
待
つ
。
潮
加
減
で
釣
れ
た
り
釣
れ
な
い
と
き
も
あ
っ
た
が
、
遠
く
の
山
並
み
、
空
や
海
を
眺

め
な
が
ら
日
暮
れ
近
く
ま
で
楽
し
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。

小
学
校
の
大
杉

　

私
が
亘
理
小
学
校
に
入
っ
た
の
は
昭
和
七
年
、
十
三
年
に
卒
業
し
た
。
校
舎
は
建
て
替
え
ら
れ
た
が
校

庭
の
大
杉
は
今
も
健
在
の
よ
う
だ
。
運
動
会
で
は
大
杉
に
万
国
旗
が
張
ら
れ
大
変
は
な
や
か
だ
っ
た
。
小

さ
い
一
本
が
枯
れ
か
か
り
平
成
十
二
年
に
有
志
の
寄
付
で
植
え
替
え
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
先
輩
の
呼
び
か

け
に
応
じ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
今
後
も
長
く
子
供
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。

豊
か
な
地
域
資
源
を
生
か
そ
う

　

亘
理
町
は
百
万
都
市
仙
台
に
近
い
こ
と
、
温
暖
で
過
ご
し
易
い
気
候
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
住
み

易
い
町
で
あ
る
。
一
方
、
人
口
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
な
ど
克
服
す
べ
き
課
題
も
多
い
。

　

町
の
発
展
の
基
本
は
人
口
の
増
加
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
人
口
減
少
が
続
く
中
、
定
住

人
口
の
増
加
は
容
易
で
な
い
と
思
う
。
や
は
り
「
人
を
呼
ん
で
栄
え
る
町
づ
く
り
」即
ち
交
流
人
口
を
増
や

す
こ
と
に
よ
っ
て
町
勢
の
発
展
を
図
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
幸
い
亘
理
に
は
、
あ
さ
り
め
し
、
し
ゃ
こ
め
し
、

は
ら
こ
め
し
、
ほ
っ
き
め
し
と
春
夏
秋
冬
四
季
を
通
じ
た
地
域
の
食
材
に
よ
る
郷
土
料
理
が
あ
る
。
ま
た

東
北
一
、
全
国
有
数
の
生
産
量
を
誇
る
苺
生
産
が
あ
る
。
更
に
、
わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
を
含
め
、
鳥
の
海
周

辺
の
釣
り
や
潮
干
狩
り
な
ど
四
季
折
々
の
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
を
生
か
し
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
肝
要
だ
と
思
う
。
そ
れ
に
は
町
民
が
わ
が
町
の
優
位
性
を
十
分
に
認
識
す
る
こ
と
、
そ
し
て
外
に
向
っ

て
P
R
を
盛
ん
に
し
、
町
を
売
り
こ
む
努
力
が
望
ま
れ
る
。

村松　　巖（むらまつ・いわお）
亘理町名誉町民、亘理郡郷友会長

　大正15年1月1日生まれ亘理町祝田で旧制中学時代まで過ごした。東京大学経済学
部を卒業後、昭和23年七十七銀行入行。頭取・会長・相談役を務め、その間に仙台商工
会議所会頭、宮城県商工会議所連合会長などを歴任する。
　昭和63年から県内在住の亘理郡出身者でつくる「亘理郡郷友会」の会長を務めて
いる。
　平成12年12月25日、亘理町名誉町民に推戴
　東北6県商工会議所連合会長、仙台経済同友会代表幹事も務めた。

　
「
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
」

亘
理
町
名
誉
町
民　

村
松　
　

巖
さ
ん

広
報
わ
た
り
五
〇
〇
号
に
よ
せ
て

�広報わたり

500号記念特集

� 広報わたり

500号記念特集



　

昨
年
行
わ
れ
た
漫
才
の
王
者
を
決
定
す

る
「
M
―
1
グ
ラ
ン
プ
リ
」。
優
勝
者
は

ス
タ
ー
へ
の
階
段
が
約
束
さ
れ
る
と
い
う

大
会
で
、
仙
台
市
出
身
の
伊
達
み
き
お
さ

ん
と
富
澤
た
け
し
さ
ん
の
コ
ン
ビ
「
サ
ン

ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
（
み
や
ぎ
夢
大
使
）」

が
、
史
上
初
と
な
る
敗
者
復
活
戦
か
ら
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
こ
の
「
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
」

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

「
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
」の
名
前
の
由
来

伊
達　

は
じ
め
は
三
人
だ
っ
た
ん
で
す
。

三
人
な
の
で
〝
サ
ン
〟を
使
お
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
候
補
の
中
か

ら
「
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
」に
決
定
し

た
ん
で
す
。

富
澤　

一
年
も
し
な
い
う
ち
に
一
人
が
脱

退
し
た
ん
で
す
け
ど
ね
。
幅
が
広
が
る
と

い
う
こ
と
で
三
人
に
し
た
ん
で
す
が
、
広

が
ん
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
二
人
に

戻
っ
た
ん
で
す
。

ど
う
し
て
漫
才
師
に
？

富
澤　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
り
た
く
な

か
っ
た
ん
で
す
。
テ
レ
ビ
を
見
る
と
面
白

そ
う
な
こ
と
や
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
そ
れ
が
仕
事
に
な
れ
ば
い
い
な
ぁ
と

思
っ
て
た
ん
で
す
。

伊
達　

笑
う
こ
と
も
好
き
、
笑
わ
せ
る
こ

と
も
好
き
で
、
そ
う
い
う
仕
事
に
就
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
仕
事
に
す
る

と
い
う
こ
と
も
大
変
な
ん
で
す
け
れ
ど

ね
。

　

昔
は
、お
や
じ
が
七
十
七
銀
行
で
働
い
て

い
た
の
で
、
小
さ
い
頃
の
文
集
を
見
る
と

七
十
七
の
頭
取
っ
て
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

悩
み
や
迷
い
は
あ
り
ま
し
た
か
？

伊
達　

あ
り
ま
し
た
よ
。
仙
台
か
ら
東
京

に
出
て
お
笑
い
を
や
っ
て
、
全
国
区
に
な

る
と
い
う
こ
と
に
現
実
味
が
な
い
ん
で

す
。
ま
っ
た
く
想
像
で
き
な
い
こ
と
だ
っ

た
ん
で
、
非
常
に
悩
み
ま
し
た
し
、
ほ
ん

と
う
に
挑
戦
で
し
た
ね
。

　

自
分
た
ち
の
お
笑
い
が
本
当
に
通
用
す

る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
東
京
で
二
ヵ
月

間
が
ん
ば
っ
た
ん
で
す
が
、
東
京
が
い
や

に
な
っ
て
一
ヵ
月（
仙
台
に
）戻
っ
て
き

た
ん
で
す
。

富
澤　

東
京
に
負
け
た
ん
で
す
。

伊
達　

甘
い
考
え
じ
ゃ
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ど
ん
な
と
こ
ろ
が
嫌
に
な
っ
た
？

伊
達　

人
の
冷
た
さ
と
い
う
か
。
セ
カ
セ

カ
し
て
る
。
宮
城
の
人
み
た
い
に
ゆ
っ
く

り
し
て
な
く
て
、
時
間
だ
け
が
早
く
進
む

と
こ
ろ
で
す
ね
。

富
澤　

楽
し
そ
う
な
顔
を
し
て
る
人
が
少

な
い
と
思
う
。（
東
京
は
）働
く
と
こ
ろ

で
あ
っ
て
も
住
む
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
と
思

い
ま
し
た
。

M
1
で
優
勝
し
て
…
。

伊
達　

ぼ
く
ら
み
た
い
な
者
で
も
、
が
ん

ば
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
ん
だ
。
諦
め
な
く

て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
決
勝
に

出
ら
れ
た
こ
と
で
だ
け
で
も
夢
の
よ
う
で

し
た
。

優
勝
は
無
理
だ
と
思
っ
て
た
？

伊
達　

も
ち
ろ
ん
。
面
白
い
人
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
か
ら
。

富
澤　

決
勝
に
い
く
こ
と
が
ず
っ
と
夢

で
し
た
。
段
階
を
一
段
ず
つ
登
っ
て
い

く
の
と
違
い
、
一
気
に
優
勝
し
て
し
ま
っ

た
の
で
、（
休
め
な
い
ほ
ど
）大
変
な
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
草
野
球
か
ら
一

気
に
メ
ジ
ャ
ー
に
上
が
っ
た
よ
う
な
も

の
で
す
ね
。

伊
達　

い
い
こ
と
言
う
ね
。（
笑
）

目
標
は
？

伊
達　

ど
ん
ど
ん
出
た
い
番
組
に
出
演
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
夢
が
叶
っ
て
い
く

ん
で
す
。
今
は
東
京
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
と

い
う
番
組
に
出
た
い
で
す
ね
。

亘
理
町
の
フ
ァ
ン
の
み
な
さ
ん
へ

伊
達　

友
達
が
亘
理
に
住
ん
で
い
る
の
で

高
校
時
代
は
原
チ
ャ
リ
（
原
付
）で
よ
く

行
っ
て
ま
し
た
よ
。
鳥
の
海
で
釣
り
も
し

ま
し
た
し
、
い
ち
ご
や
は
ら
こ
め
し
も
大

好
き
で
す
。

　

亘
理
は
伊
達
家
の
縁
も
あ
る
の
で
、
と

て
も
親
し
み
が
あ
り
ま
す
。

富
澤　

亘
理
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で

行
っ
て
み
た
い
で
す
。

　

広
報
わ
た
り
五
〇
〇
号
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
亘
理
町
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ

か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
の
サ
イ
ン
入
り

色
紙
を
三
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

応
募
方
法
は
19
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

亘理のイチゴ旨いよ！ わたり温泉鳥の海
化粧水

サッパリするね

亘理のイチゴ旨いよ！ わたり温泉鳥の海
化粧水

サッパリするね

伊達みきお さん 富澤たけし さん伊達みきお さん 富澤たけし さん

み
や
ぎ
夢
大
使　

サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン

　

今
、
人
気
絶
頂
の
漫
才
師「
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
」。
五
〇
〇
号
を

契
機
に
若
い
年
代
の
人
た
ち
に
も『
広
報
わ
た
り
』を
読
ん
で
ほ
し
い
と
、

過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
な
か
出
演
し
て
く
れ
ま
し
た
。

み
や
ぎ
夢
大
使　

サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン

 
五
〇
〇
号
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

●プロフィール　サンドウィッチマン／ 1998年結成。伊達みきお／（写真左）1974年生まれ
仙台商業高校出身、福祉機器販売会社での営業経験もある。富澤たけし／ 1974年生まれ仙台
商業高校出身、ネタづくりを担当している。　●取材協力／あかね福祉
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　図書館は、平成6年開館以来、町民のみなさんに親しまれる施設
としてご利用いただいております。
　しかし最近、図書館資料が一部の心無い利用者により、盗難・切
抜き・食べこぼし・落書きなどの悪質なマナー違反が目立ち、大変
困っています。
　誰もが気持ちよく本を読めるよう、利用者一人ひとりがマナー
アップにご協力ください。

○飲食物の持ち込みは厳禁です。
○携帯電話の使用は禁止です。入館の際は、必ず電源を切るかマナーモードにしてください。
○�お子様の館内でのおしゃべり、遊びその他の迷惑となる行為については、保護者の方から注意をお願いします。
○�館内で利用した図書館の資料は、元の場所に戻してください。場所が分からなくなった時は、カウンターにお返
しください。
○�借りた本が傷んでいるのを見つけた場合は、返却の際お知らせください。（セロテープでの修理は劣化するので
やめてください。）
○マイバックをご持参ください。

その他
ペンなどで自分が読んだ本に目印を付
ける。

※図書館は公共施設です。他の利用者の迷惑にならないように気を付けて行動しましょう。

▲蛍光ペンによるマーカー

▲ページが抜けている

▲子どもによる落書き

▲コーヒーの飲みこぼしのシミ

大切に扱いましょう
図書資料はみなさんの貴重な財産です

大切に扱いましょう
図書資料はみなさんの貴重な財産です

大切に扱いましょう

図書館でのマナーについて



　

亘
理
町
消
防
団
の
春
季
消
防
演

習
が
四
月
六
日
、
あ
ぶ
く
ま
公
園

運
動
場
で
実
施
さ
れ
、
町
内
各
分

団
か
ら
約
四
百
三
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

演
習
で
は
、
車
両
や
ポ
ン
プ
が

正
常
に
動
作
す
る
か
を
確
認
す
る

「
機
械
器
具
点
検
」や
、
ポ
ン
プ
か

ら
ホ
ー
ス
を
延
ば
し
、
放
水
す
る

ま
で
の
「
操
法
訓
練
」
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
阿

武
隈
川
へ
本
番
さ
な
が
ら
の
実
地

放
水
も
行
わ
れ
、
団
員
は
き
び
き

び
と
し
た
態
度
で
訓
練
に
臨
ん
で

い
ま
し
た
。

　

今
年
は
自
治
体
消
防
制
度
六
十

周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
あ

り
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
機

会
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
な

か
、
消
防
団
で
は
女
性
消
防
団
員

を
募
集
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

男
社
会
の
消
防
団
に
女
性
が
入
団

す
る
こ
と
に
心
配
す
る
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
が
、
三
月
ま
で
に
二
人

の
応
募
が
あ
り
、
こ
の
日
金
山
基

団
長
か
ら
入
団
辞
令
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

初
の
女
性
団
員
と
な
っ
た
の

は
、
逢
隈
地
区
の
日
下
恵
さ
ん
と

我
妻
里
美
さ
ん
で
、
は
じ
め
て
参

加
す
る
訓
練
に
戸
惑
っ
た
よ
う
す

も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
団
員
と
し

て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

女
性
団
員
の
入
団
に
つ
い
て
齋

藤
町
長
は
、「
と
て
も
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。
男
性
も
女
性
も
お
互

い
の
立
場
や
体
力
の
違
い
な
ど
を

十
分
理
解
し
、
町
民
の
生
命
財
産

を
守
る
大
事
な
活
動
に
協
力
し
て

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

数
え
年
百
歳
を
迎
え
た
小
野
新

子
さ
ん
（
大
畑
浜
北
）
と
鈴
木
太

仲
さ
ん
（
中
町
北
）
を
齋
藤
町
長

が
訪
問
し
、
特
別
敬
老
祝
金

二
十
万
円
と
「
長
寿
」
と
書
か
れ

た
祝
詞
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

小
野
新
子
さ
ん

　

明
治
四
十
二
年
三
月
十
四
日
生

ま
れ
の
小
野
さ
ん
は
農
家
に
育
ち
、

農
作
業
を
し
な
が
ら
十
人
の
子
育

て
を
し
ま
し
た
。
旦
那
さ
ん
が
若

く
し
て
他
界
し
た
こ
と
も
あ
り
、

リ
ア
カ
ー
を
引
き
野
菜
の
行
商
も

し
た
そ
う
で
す
。

　

小
野
さ
ん
は
、
そ
ん
な
苦
労
も

感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
笑
顔
た
っ
ぷ

り
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
、
十
年
以

上
風
邪
も
ひ
か
ず
元
気
に
過
ご
し

て
い
ま
す
。
長
生
き
の
秘
訣
を
聞

い
た
と
こ
ろ
特
に
な
い
と
話
し
て

い
ま
し
た
が
、
食
事
は
好
き
嫌
い

な
く
何
で
も
食
べ
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
行
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

笑
顔
が
印
象
的
な
新
子
さ
ん
、

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

鈴
木
太
仲
さ
ん

　

鈴
木
さ
ん
（
明
治
四
十
二
年
三

月
十
七
日
生
ま
れ
）
は
、
戦
中
戦

後
と
銀
行
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
し
た
時
代
に
銀
行
員
と

し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
昭
和
の
は

じ
め
は
、
ま
だ
送
金
小
切
手
な
ど

を
毛
筆
で
書
か
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
書
道
と
ソ
ロ
バ
ン
を
一
生
懸

命
練
習
し
た
そ
う
で
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら

旅
行
が
好
き
で
、
国
内
は
も
ち
ろ

ん
中
国
な
ど
の
海
外
に
も
よ
く
出

か
け
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
相
撲

も
大
好
き
で
、
テ
レ
ビ
で
の
観
戦

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
体
調
を
崩
し
施
設
で
静

養
を
し
て
い
ま
す
が
、
町
長
が
訪

ね
る
と
涙
を
流
し
て
感
謝
し
て
い

ま
し
た
。

　

早
く
元
気
に
な
っ
て
、
旅
行
に

行
け
る
と
い
い
で
す
ね
。

　亘理郷土史研究会の研究成果をまとめた『郷土わ
たり』が、昭和35年7月の創刊から47年の歳月をか
けて、このほど100号を発刊しました。
　4月10日、研究会の総会が開催され星宮智光会長
はあいさつのなかで「100号を迎え喜ばしく歴代の
委員の方々に感謝します。100号発刊にあたり内容
の濃いものにしようと特別に委員会を組織して編集
し、記念号のほかに別冊付録として創刊号からの総
目次編も発行しました。大切に保管して役立ててほ
しいです」と話していました。
　『郷土わたり』は非売品で会員と関係する機関にの
み配布されています。 　つくり育てる漁業を子どもたちに知ってもらうた

め、町と JF みやぎ亘理支所が実施しているサケ稚
魚放流体験学習が4月11日に行われました。
　体験会には、長瀞小学校の5年生42人が参加し角
田市鳩原地区にあるサケふ化場で人工ふ化について
学んだ後、児童全員で阿武隈大堰の下流にバケツを
使って稚魚を放流しました。児童たちは、「大きく
育ってね。」「元気で帰って来いよ」などと声をかけな
がら、小さな旅立ちをいつまでも見守っていました。
　亘理支所では年間250万尾の稚魚を放流していま
すが、回帰率は4％程度とのことでした。

　町内小・中学校の入学式が4月9日に行われ、小学
校337人、中学校366人が新たな第一歩を元気に踏
み出しました。
　このうち亘理小学校（淺野幸一校長）でも124人の
児童が入学しました。歓迎のことばで2年生の児童
は、国語でならった「サラダで元気」の朗読や、なわ
とびなどを披露しました。そして「何かわからない
ことがあったら何でも聞いてください」とお兄さん、
お姉さんぶりを発揮していました。
　式典を終えた新入児童は、各教室に戻り担任の先
生から一人ひとり名前を呼ばれると、手を高く上げ

「はい！」とりっぱに返事をしていました。

　山元町にある宮城県立山元養護学校（菅原紀治校
長）では、就職や社会生活の力を養ってもらおうと現
場実習を行っています。
　高等部3年の高橋慶介さん（吉田地区在住）は、1
月から3月まで週1日のペースで、佐藤記念体育館の
清掃作業の実習をしました。高橋さんは、玄関ホー
ルやロッカー室、下駄箱などの仕事を丁寧に行い、
とてもきれいにしてくれました。
　担任の山田陽一先生は「学校でも作業学習は行っ
ているものの、外部の人と接することが一番刺激に
なります」と話していました。
　高橋さんお疲れさまでした。そしてありがとう。

初
の
女
性
消
防
団
員
が
入
団

亘
理
町
消
防
団
春
季
消
防
演
習

『郷土わたり』100号数え年100歳のお祝い
齋藤町長が訪問し敬老祝い金を贈呈

大きく育ってね！

小中学校で入学式

きれいになった体育館
新入団員に辞令が交付されました

声をかけながらそっと放流する児童たち

『郷土わたり100号』と『郷土わたり創刊号』

カーペットの掃除
をする高橋さん
山元養護学校では
実習先を探してい
ます。詳しくは同
校進路指導部
（☎37−0518）へ

背筋をピンと伸ばしりっぱな姿勢で式に臨む新入学児童

笑顔が印象的な小野新子さん

相撲観戦が好きという鈴木太仲さ
ん（和多里ホーム）
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　国民健康保険（国保）に加入する世帯の世帯主が65歳～74歳の場合、国保税が年金から徴収されます。
　これは地方税法の改正によるもので、次の①～③のすべてに当てはまる方は、10月に支給される年金から国保
税を徴収（特別徴収）します。

■年金から徴収される方
①�世帯主が国民健康保険の被保険者となっている

こと
②�世帯内の国民健康保険の被保険者の方全員が65

歳以上75歳未満であること
③�特別徴収の対象となる年金の年額が18万円以上

であり、国民健康保険税が介護保険料と合わせ
て、年金額の2分の1を超えないこと

■年金から徴収されない方
・国民健康保険税の過年度分に滞納がある場合
・年度途中に75歳に到達する場合
・年度途中に国民健康保険税が増額になる場合

は　い

は　い

いいえ

いいえ

いいえ

は　い は　い

いいえ

世帯主は65～74
歳で国保の被保険
者ですか？

国民健康保険税を納
付書または口座振替
などで納めます

世帯内に65歳未
満の方はいます
か？

65歳未満の方全
員が国保以外の被
保険者ですか？

年金の年額18万円以上で、国保税＋介護保険
料が年金額の2分の1を超える

国民健康保険税を年金から納めます

■納め方
　☆平成20年度
　　9月までは納付書等で納入していただき、10月から特別徴収（年金から徴収）となります。
　〔参考例〕平成20年度の課税額が12万円の場合

　☆平成21年度
　　4月、6月、8月は仮徴収（21年2月分と同額）します。7月に21年度の税額を決定し、10月から本徴収となります。
　〔参考例〕平成21年度課税額15万円の場合

※�上記の例は4月1日現在の国保加入者の例です。年度途中に異動（加入・脱退など）があったときは、普通徴収（納
付書等で納入）になります。

問い合わせ先／保健福祉課　保険給付班　☎34－0501

血
圧
の
は
な
し
②

血
圧
と
は
…
？

　

健
康
診
断
を
は
じ
め
、
家
庭
で

も
血
圧
を
測
る
機
会
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
血
圧
と

は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

血
圧
と
は
、
心
臓
か
ら
送
り
出

さ
れ
た
血
液
が
、
血
管
の
壁
に
与

え
る
圧
力
の
こ
と
で
す
。
心
臓
が

ポ
ン
プ
の
よ
う
な
は
た
ら
き
を
繰

り
返
す
こ
と
で
、
血
液
を
全
身
に

め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

収
縮
期
血
圧（
最
高
血
圧
）

　

心
臓
が
収
縮
し
て
血
液
を
送
り

出
し
た
と
き
の
血
管
へ
の
圧
力

で
、
い
わ
ゆ
る
上
の
血
圧
で
す
。

拡
張
期
血
圧（
最
低
血
圧
）

　

心
臓
が
拡
張
し
た
と
き
、
血
管

が
元
の
太
さ
に
戻
り
な
が
ら
か
か

る
圧
力
で
、
い
わ
ゆ
る
下
の
血
圧

で
す
。

血
圧
を
決
め
る
要
素

　

血
圧
は
、
主
に
、
心
臓
か
ら
送

り
出
さ
れ
る
血
液
の
量
と
、
全
身

に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
細
い
血
管

（
末
梢
血
管
）で
の
血
液
の
流
れ
に

く
さ
で
決
ま
り
ま
す
。

　

血
液
が
流
れ
に
く
く
な
る
ほ

ど
、
全
身
に
血
液
を
め
ぐ
ら
せ
る

た
め
に
、
心
臓
は
よ
り
強
い
力
を

か
け
て
血
液
を
送
り
出
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
血
圧
が
高
く

な
り
ま
す
。

高
血
圧
っ
て
？

　
「
高
血
圧
」は
文
字
ど
お
り
血
圧

の
高
い
状
態
で
す
。「
収
縮
期
血

圧
1
4
0
m
m
H
g
以
上
ま
た

は
拡
張
期
血
圧
90
m
m
H
g
以

上
」を
い
い
ま
す
。

　

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
せ

い
か
、
あ
る
い
は
「
血
圧
は
年
齢

と
と
も
に
上
が
っ
て
当
然
」
と

思
っ
て
い
る
せ
い
な
の
か
、
高
血

圧
を
治
療
せ
ず
に
放
置
し
て
い
る

人
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
高
血
圧
の
状
態
が
長

く
続
く
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

起
こ
り
ま
す
。
多
く
は
血
管
の
壁

に
強
い
圧
力
が
か
か
り
続
け
「
動

脈
硬
化
」が
進
む
た
め
に
起
こ
り

ま
す
。
心
臓
や
脳
、
腎
臓
、
全
身

の
血
管
に
負
担
が
か
か
り
続
け
る

と
、
あ
る
日
突
然
心
筋
梗
塞
や
脳

卒
中
な
ど
の
命
に
関
わ
る
病
気
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

年
代
に
関
係
な
く
、
血
圧
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

次
号
の
テ
ー
マ
は
「
血
圧
と
健

診
」で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
推
進
班

☎
三
四
―
〇
五
二
四

北海道洞爺湖サミットの成功に向けて
　7月にサミット（首脳会議）が洞爺湖で開催されます
が、付随して外務・財務などの大臣会議が全国各地で
行われます。
　全国の警察では、警戒や検問、会場周辺での交通規
制等を行い、警備の万全を期することにしています。
◇サミット警戒警備にご理解とご協力を
　⑴� 不審者や不審物などを発見するために、検問などで
　　○ 行き先をお尋ねしたり
　　○ �持ち物や車のトランクの中などを見せていた

だいたり
　することがありますので、ご協力ください。
　⑵ �「不審な人物」「不審な車（物）」などを見かけたら

110番通報してください。
　⑶ �期間中、会場周辺等では交通規制を実施します。

マイカーの利用を控えて公共交通機関を利用す

るなど、交通混雑の緩和にご協力ください。

困ったときは、亘理警察署にご相談ください。

首脳会議
　7月7日㈪～9日㈬
虻田郡洞爺湖町

ザ・ウインザーホテル洞爺

エネルギー大臣会議
6月7日㈯・8日㈰
青森市

開発大臣会議
4月前半
東京都内

司法・内務大臣会議
6月11日㈬～13日㈮

東京都内

財務大臣会議
6月13日㈮・14日㈯

大阪市

外務大臣会議
6月26日㈭・27日㈮

京都市

環境大臣会議
5月24日㈯～26日㈪

神戸市

労働大臣会議
5月11日㈰～13日㈫

新潟市

サミット等の開催地

課税額12万円の1／2（6万円）を納付書等で納入します。 残りの額は年金から徴収（特別徴収）します。

10月（20,000円）
9月

（16,000円）
8月

（16,000円）
7月

（16,000円）
6月（暫定）
（12,000円） 12月（20,000円） 2月（20,000円）

仮徴収60,000円 本徴収90,000円
（課税額15万円ー仮徴収分6万円）

10月（30,000円）6月（20,000円） 8月（20,000円）4月（20,000円） 12月（30,000円） 2月（30,000円）

国保税が年金から徴収（特別徴収）されます国保税が年金から徴収（特別徴収）されます
今年10月から康 づくりひとくちメモ

家 庭 で で き る 簡 単 健 康 づ く り

健

亘理警察署　☎34－2111
緊急の場合は　「110番」へ
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小
野
清
一
さ
ん
（
長
瀞
浜
）が
、
四
月
一

日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
員
は
、
み
な
さ
ん
の
人
権
が

侵
さ
れ
そ
う
な
と
き
、
相
談
を
受
け
救
済

を
は
か
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
に
正
し

い
人
権
の
考
え
方
を
広
め
る
役
割
が
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
定
期
的
に
人
権
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
日
は
「
町

民
の
ひ
ろ
ば
」に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

生
活
班

☎
三
四
―
一
一
一
三

亘
理
町
消
防
団

（
副
分
団
長
以
上
）

▼
亘
理
分
団
副
分
団
長
谷
津
栄
一
郎

▼
荒
浜
分
団
副
分
団
長
島
田
金
一

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会

　

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
若
松

捷
子
さ
ん
が
、
三
月
二
十
三
日
付
け
で
退

任
さ
れ
ま
し
た
。

亘
理
町
人
事　（

四
月
一
日
付
け
・
順
不
同
）

▼
企
画
財
政
課
企
業
誘
致
担
当
理
事
阿
部

信
一（
都
市
建
設
課
）▼
産
業
観
光
課
観

光
振
興
担
当
理
事
三
戸
部
貞
雄（
産
業
観

光
課
）▼
保
健
福
祉
課
子
ど
も
家
庭
担
当

理
事
菊
地
良
典（
税
務
課
）▼
町
民
生
活

課
環
境
美
化
担
当
理
事
隂
山
俊
明（
逢
隈

支
所
）▼
税
務
課
滞
納
整
理
担
当
理
事
菊

池
優
喜（
保
健
福
祉
課
）▼
企
画
財
政
課

用
地
担
当
理
事
渡
辺
清
一（
企
画
財
政
課
）

▼
上
下
水
道
課
長
清
野
博
文（
吉
田
支
所
）

▼
都
市
建
設
課
長
古
積
敏
男（
上
下
水
道

課
）▼
税
務
課
長
日
下
初
夫（
荒
浜
支
所
）

▼
産
業
観
光
課
長
併
任
農
業
委
員
会
事
務

局
長
東
常
太
郎（
産
業
観
光
課
）▼
逢
隈

支
所
長
併
任
逢
隈
公
民
館
長
兼
働
く
婦
人

の
家
館
長
兼
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
長
佐

藤
君
男（
都
市
建
設
課
）▼
吉
田
支
所
長

兼
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
所
長
併
任
吉

田
公
民
館
長
兼
吉
田
体
育
館
長
佐
藤
巖

（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）▼
荒
浜
支
所
長

併
任
荒
浜
公
民
館
長
兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
館
長
兼
荒
浜
体
育
館
長
渡
辺
恵
子（
会

計
課
）▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
齋
茂

（
都
市
建
設
課
）▼
中
央
公
民
館
長
兼
佐

藤
記
念
体
育
館
長
兼
武
道
館
長
高
橋
久
寿

（
中
央
公
民
館
）

▼
総
務
課
参
事
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
書

記
吉
田
文
明（
税
務
課
）▼
都
市
建
設
課

参
事
兼
建
築
宅
地
班
長
菊
池
茂（
都
市
建

設
課
）▼
吉
田
西
児
童
館
長
宍
戸
い
く
子

（
逢
隈
児
童
館
・
吉
田
西
児
童
館
）

▼
税
務
課
納
税
班
長
星
秀
樹（
逢
隈
支
所
）

▼
保
健
福
祉
課
福
祉
班
長
菊
地
和
彦（
町

立
図
書
館
）▼
保
健
福
祉
課
子
ど
も
家
庭

班
長
高
橋
賢
明（
保
健
福
祉
課
）▼
産
業

観
光
課
産
業
整
備
班
長
齋
藤
幸
夫（
吉
田

支
所
）▼
産
業
観
光
課
商
工
水
産
観
光
班

長
岡
元
比
呂
美（
産
業
観
光
課
）▼
都
市

建
設
課
都
市
整
備
班
長
川
村
裕
幸（
都
市

建
設
課
）▼
都
市
建
設
課
施
設
管
理
班
長

佐
藤
和
江（
都
市
建
設
課
）▼
逢
隈
支
所

町
民
班
長
吉
田
美
和
子（
逢
隈
支
所
）▼

吉
田
支
所
町
民
班
長
宍
戸
由
美（
吉
田
支

所
）▼
会
計
課
出
納
班
長
齋
藤
伸（
会
計

課
）▼
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班
長
齋
義

弘（
生
涯
学
習
課
）▼
中
央
公
民
館
総
務

班
長
馬
場
昌
弘（
中
央
公
民
館
）▼
町
立

図
書
館
総
務
班
長
小
野
典
子（
生
涯
学
習

課
）▼
議
会
事
務
局
庶
務
班
長
牛
坂
昌
浩

（
選
挙
管
理
委
員
会
）▼
選
挙
管
理
委
員

会
副
参
事
南
條
守
一（
保
健
福
祉
課
）

　
▼
保
健
福
祉
課
主
幹
兼
副
班
長
鈴
木
利
幸

（
税
務
課
）▼
会
計
課
主
幹
兼
副
班
長
伊
藤

節
子（
荒
浜
支
所
）▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
主
幹
大
沼
利
恵（
保
健
福
祉
課
）▼
荒

浜
児
童
館
主
幹
赤
間
幸
子（
吉
田
保
育
所
）

▼
吉
田
西
児
童
館
主
幹
鈴
木
由
美
子（
荒

浜
児
童
館
）▼
吉
田
西
児
童
館
主
幹
岸
田

明
美（
逢
隈
児
童
館
）▼
吉
田
保
育
所
主
幹

鈴
木
雅
子（
吉
田
西
児
童
館
）▼
総
務
課
副

班
長
岡
﨑
詳
子（
保
健
福
祉
課
）▼
総
務
課

副
班
長
齋
正
幸（
総
務
課
）▼
企
画
財
政
課

副
班
長
庄
司
洋（
総
務
課
）▼
税
務
課
副
班

長
宍
戸
和
博（
産
業
観
光
課
）▼
保
健
福
祉

課
副
班
長
橋
元
栄
樹（
産
業
観
光
課
）▼
産

業
観
光
課
副
班
長
丸
子
城（
議
会
事
務
局
）

▼
産
業
観
光
課
副
班
長
佐
藤
貴（
産
業
観

光
課
）▼
農
業
委
員
会
事
務
局
副
班
長
星

野
篤
史（
上
下
水
道
課
）

▼
税
務
課
主
査
橋
本
尚
子（
町
民
生
活
課
）

▼
税
務
課
主
査
大
堀
浩
美（
保
健
福
祉
課
）

▼
税
務
課
主
査
渡
辺
弘
美（
税
務
課
）▼

町
民
生
活
課
主
査
平
塚
ひ
ろ
美（
生
涯
学

習
課
）▼
保
健
福
祉
課
主
査
齋
藤
美
保（
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）▼
保
健
福
祉
課

主
査
星
野
素
子（
保
健
福
祉
課
）▼
荒
浜

児
童
館
主
査
横
山
み
ち
代（
鹿
島
保
育
所
）

▼
鹿
島
保
育
所
主
査
佐
藤
恵
美
子（
逢
隈

児
童
館
）▼
吉
田
保
育
所
主
査
齋
泉（
逢

隈
児
童
館
）▼
荒
浜
支
所
主
査
田
中
真
弓

（
企
画
財
政
課
）▼
荒
浜
保
育
所
主
査
藤

原
幹
子（
荒
浜
保
育
所
）▼
吉
田
支
所
主

査
丸
子
純
子（
保
健
福
祉
課
）

▼
企
画
財
政
課
主
事
猪
股
裕
二
朗（
産
業

観
光
課
）▼
荒
浜
児
童
館
児
童
厚
生
員
渡

辺
佳
吾（
亘
理
保
育
所
）▼
吉
田
西
児
童

館
児
童
厚
生
員
山
田
瑠
美（
鹿
島
保
育
所
）

▼
亘
理
保
育
所
保
育
士
鈴
木
恵
美
子（
吉

田
保
育
所
）▼
亘
理
保
育
所
保
育
士
門
脇

裕
美（
荒
浜
保
育
所
）▼
亘
理
保
育
所
保

育
士
佐
藤
麻
衣（
荒
浜
保
育
所
）▼
吉
田

保
育
所
保
育
士
大
内
智
絵（
亘
理
保
育
所
）

▼
荒
浜
保
育
所
保
育
士
百
井
瞳（
吉
田
保

育
所
）▼
荒
浜
保
育
所
保
育
士
森
和
美（
亘

理
保
育
所
）▼
産
業
観
光
課
主
事
小
野
勝

洋（
税
務
課
）▼
産
業
観
光
課
技
師
石
田

秀
実（
都
市
建
設
課
）▼
逢
隈
支
所
主
事

清
野
理
絵
子（
町
民
生
活
課
）▼
議
会
事

務
局
主
事
佐
藤
義
行（
税
務
課
）

▼
荒
浜
小
学
校
業
務
員
鈴
木
和
子（
亘
理

小
学
校
）▼
吉
田
中
学
校
業
務
員
佐
藤
弘

子（
荒
浜
小
学
校
）▼
逢
隈
中
学
校
業
務

員
鈴
木
房
富（
吉
田
小
学
校
）

派
遣

▼
亘
理
地
区
行
政
事
務
組
合
派
遣
玉
田
良

三（
期
間
の
延
長
）▼
亘
理
町
社
会
福
祉

協
議
会
派
遣
佐
々
木
利
久（
期
間
の
延
長
）

▼
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事

務
局
派
遣
菅
井
崇（
期
間
の
延
長
）

退
職　
　
　
　
　
　
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▼
小
野
達
郎（
企
画
財
政
課
）▼
佐
伯
健

（
町
民
生
活
課
）▼
宍
戸
喜
一（
保
健
福
祉

課
）▼
佐
藤
傳（
産
業
観
光
課
）▼
高
倉
豊

（
生
涯
学
習
課
）▼
渡
辺
光
一（
議
会
事
務

局
）▼
熊
澤
昭
子（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

▼
庄
司
静
江（
荒
浜
保
育
所
）▼
浅
井
の

ぶ
子（
鹿
島
保
育
所
）▼
渋
谷
啓
子（
逢
隈

中
学
校
▼
吉
田
睦
美（
吉
田
中
学
校
）

　行政相談は国をはじめ県や町、NTT・公団・公庫な
どの行っている業務で、「みなさんが困っていること、
納得できないこと、要望したいこと」などについて、そ
の解決策や実現のお手伝いをするものです。
　相談は無料です。直接相談員に相談するほか、電話
や手紙などでも結構です。また、毎月第4月曜日に役
場1階相談室で定期的に相談を受け付けています。
　相談内容の秘密は守ります（匿名でも可）ので、お気
軽にご相談ください。

春の行政相談週間
　5月19日～ 25日は春の行政相談週間です。
　この週間にちなみ次のとおり相談所を開設しますの
で、ご利用ください。
○開設日時	 5月14日㈬　午前10時～午後3時
○開設場所	 亘理町働く婦人の家
○相 談 員 	 大堀幸一（森房）
	 亘理町逢隈田沢字浜道119−3
	 ☎34−2622
○問い合わせ先　町民生活課　生活班　☎34−1113

亘理町史上・下巻の刊行から30年。
世の中が大きく変化した現代社会を捉えた待望の新刊！

亘理町史「現代編」 亘理町史編纂委員会編

　昭和52年（1977）、『亘理町史　下巻』が刊行さ
れました。『亘理町史　下巻』は大正時代～昭和50
年までのできごとを網羅した内容です。刻々と変
わる社会を体系的に捉え、その後の自治体史にも
影響を与えました。
　下巻の刊行から30年。社会はさらに動き、大き
な変化を遂げました。この30年の移り変わりを
中心に、太平洋戦争後に亘理町が歩んできた道程
を『亘理町史　現代編』としてまとめました。
　町を知るための基本書として、ぜひご一読くだ
さい。
■菊版（亘理町史上・下巻と同サイズ）　総1,026ページ
■価格3,800円　　■6月上旬発売

　　　　　問い合わせ先：
生涯学習課　文化財班（郷土資料館内）

☎0223－34－8701

行政相談員にご相談ください

人
権
擁
護
委
員
に

小
野
氏
を
委
嘱

人権擁護委員
小野　清一氏

異
動
が
あ
り
ま
し
た

（
四
月
一
日
付
・
敬
称
略
・
順
不
同
）

行政相談員にご相談ください
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ステップ　Step

香納諒一著／双葉社

　バーのマスター斉木章の裏の顔
は、盗みのプロ。一年前のヤマで相
棒と恋人を失う。ある朝、弟分の悟
が転がり込んできた。女をめぐるト
ラブルで清瀧会の幹部を刺したとい
う。事態の収拾をはかった斉木だが、
捕えられ命を落とす。だが、気がつ
くと昨日に戻っていた。悟を救うた
め、そして、“ 今日 ” を取り戻すため、
斉木は横浜の夜を疾走する。

菜種晴れ

山本一力著／中央公論新社

　房州の菜種農家に生まれた二三
は、五歳にして遠縁にあたる江戸の
油問屋の跡取りに望まれた。江戸に
着いた二三を待ち受ける、新しい母、
大店のお嬢としてのしつけ、町のし
きたり。泣くのはひとりの時だけと
心に決め、二三は新しい暮らしを気
丈に受け入れていく。ふたつの故郷
に育てられた少女の成長と活躍。涙
のち爽快、人情時代小説。

今月のオススメ
うつ恋／栗原美和子著・ポプラ社
あなたの余命教えます／幸田真音著・講談社
ライオンの冬／沢木冬著・角川書店
極楽谷に死す／西木正明著・講談社
そろそろ旅に／松井今朝子著・講談社

　

前
回
は
、
阿
武
隈
川
の
神「
安あ

福ふ
く

河か

伯は
く

神じ
ん

社じ
ゃ

」を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
川
口
の
守し

ゅ

護ご

神し
ん

を
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
の
阿
武
隈
川
河
口
近
く
に
川
口

神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
神
社
は
、
江

戸
時
代
に
阿
武
隈
川
の
川
口
が
閉
じ
て

船
の
出
入
り
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
、

藩
主
が
参
拝
し
て
開
口
を
祈
願
し
、
そ

の
結
果
川
口
が
開
い
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
以
来
、
川
口
大
明
神
と
い
う
神

号
を
受
け
、
阿
武
隈
川
の
守
護
神
と
し

て
篤あ

つ

い
信
仰
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

川
口
神
社
か
ら
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
高
須
賀
地
域
に

は
、
湊
神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
神
社

は
、
室
町
時
代
初
期
に
海
難
事
故
防
止

と
川
口
の
安
全
を
願
っ
て
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
ご
神
体
は
サ
メ
に
乗
っ
た
金こ

ん

色じ
き

の
十
一
面
観か

ん

世ぜ

音お
ん

菩ぼ

薩さ
つ

像ぞ
う

で
、
こ
の
像

に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

　

昔
は
、
湊
神
社
近
く
が
阿
武
隈
川
の

川
口
だ
っ
た
の
で
、
あ
る
年
の
大
水
の

と
き
、
ど
こ
か
ら
流
れ
て
き
た
か
、
観

音
様
の
像
が
海
に
流
れ
で
よ
う
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
サ
メ
が
見
つ
け
、
多
く

の
サ
メ
が
力
を
合
わ
せ
て
、
陸
に
押
し

あ
げ
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
高
須
賀
に
湊

神
社
が
建
て
ら
れ
、
サ
メ
に
乗
っ
た

十
一
面
観
音
様
を
御
神
体
と
し
て
祀ま

つ

っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
伝
説
か
ら
、高
須
賀
の
人
び

と
は
、
サ
メ
は
も
ち
ろ
ん
、
サ
メ
を
使
っ

た
加
工
品
も
食
べ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

亘
理
町
だ
け
で
な
く
実
は
、
対
岸
の

岩
沼
市
寺
島
に
も
「
湊
神
社
」が
あ
り
ま

す
。
川
の
も
た
ら
す
被
害
か
ら
逃
れ
、

幸
せ
な
く
ら
し
を
続
け
る
た
め
に
は
、

信
仰
に
頼
る
ほ
か
な
い
ほ
ど
、
自
然
の

力
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

文
化
財
班（
郷
土
資
料
館
内
）

☎
三
四
―
八
七
〇
一

～図書館からのお知らせ＆お願い～
★Go・Go悠里館まつり	 5月5日㈪	 9:30 ～
☆朗読会『5月の風にさそわれて』
	 5月23日㈮	 13：30 ～
◇マイバック持参にご協力ください。

問い合わせ先　町立図書館　☎34－8700

○�

水
産
加
工
研
究
会（
山
本
ち
え

子
会
長
）は
、
地
域
の
食
文
化

の
保
存
・
開
発
等
の
活
動
で
優

良
と
認
め
ら
れ
、
農
林
水
産
省

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

�　

�　

三
月
十
二
日
、東
京
都
で
開
催

さ
れ
た
平
成
十
九
年
度
食
ア
メ

ニ
テ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト
で
、水
産
加

工
研
究
会
が
農
林
水
産
省
農
村

振
興
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

�　

水
産
加
工
研
究
会
は
、
荒
浜

漁
港
に
水
揚
げ
さ
れ
た
流
通
に

乗
ら
な
い
魚
を
活
用
し
、「
ア
カ

シ
タ
ビ
ラ
メ
の
さ
つ
ま
揚
げ
」な

ど
十
数
種
類
の
商
品
を
開
発
、

月
二
回「
浜
っ
こ
か
あ
ち
ゃ
ん

市
」を
開
き
魚
食
の
普
及
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

�　

山
本
会
長
は
「
名
誉
あ
る
賞

を
い
た
だ
き
大
変
喜
ん
で
い
ま

す
。
今
後
は
後
継
者
の
育
成
を

図
り
、
荒
浜
の
魚
介
類
の
魅
力

を
全
国
に
P
R
し
て
い
き
た

い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

表
紙
の
こ
と
ば

　

表
紙
は
四
月
十
三
日
に
行
わ
れ

た
亘
理
神
社
春
季
例
祭
の
神
輿
渡

御
の
よ
う
す
。
特
集
の
村
松
巖
さ

ん
も
随
筆
の
中
で
語
っ
て
い
ま
す

が
、
お
祭
り
は
町
民
に
と
っ
て
特

別
な
日
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

現
在
は
、
舘
南
・
南
町
・
祝
田
青

年
会
が
神
輿
を
担
い
で
い
ま
す
。

編
集
後
記

　

サ
ク
ラ
の
季
節
が
終
わ
り
、
亘
理

町
で
は
そ
ろ
そ
ろ
リ
ン
ゴ
の
便
り

が
届
く
頃
に
な
り
ま
し
た
。
丘
陵

地
に
広
が
る
リ
ン
ゴ
畑
に
は
、
白
や

ピ
ン
ク
の
花
が
咲
き
誇
り
、
サ
ク
ラ

に
負
け
な
い
ほ
ど
美
し
い
田
園
風

景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

春
は
花
を
楽
し
み
、
秋
は
実
を
味

わ
う
、
生
産
地
な
ら
で
は
の
贅
沢
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
気
候
穏
や

か
な
五
月
、
カ
メ
ラ
や
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
を
持
っ
て
出
か
け
ま
せ
ん

か
？

○実印と認印
　実印・認印・銀行印など、いろいろな
使用場面ではんこの呼び方は異なります
が、法的には実印と認印の二つに分ける
ことができます。つまり、印鑑証明書の
交付を受けられる印鑑と受けられない印
鑑との区別です。
　実印であれ認印であれ、書面に印鑑を
押すと契約が成立してしまいます。内容
を確認せずに押印したり、人に印鑑を渡
すことは極めて危険なことです。

○管理は自分の手で
　日本では昔から印鑑が重要な役割を
もっていました。それは、同じ印影を作
ることが難しかったためですが、現在で
は容易に同じ印影を作り出すことができ
ます。
　特に実印は盗難にあうと重要な財産を
失う結果にもなりかねません。将来、実
印に代わる方法が出てくるのかもしれま
せんが、ともかく現在の日本ではまだ、
はんこが重要な役割を担っていますの
で、しっかり自分で管理しましょう。

町民生活課　生活班
☎34－1113

情報は info@town.watari.miyagi.jp へ

サンドウィッチマンのサイン色紙プレゼント

応募対象／亘理町民と亘理町内の事業所に勤務している方
応募方法／�ハガキに必要事項を記入のうえ、亘理町企画財政課へ

郵送してください。
応募締切／平成20年5月14日（消印有効）
・ご応募はお1人様1通でお願いします。
・�応募者多数の場合は抽選とし、当選者は広報わたり6月号で発表します。

賞品は当選者に6月上旬頃発送予定です。
問い合わせ先／亘理町企画財政課企画班　☎34－0505

500号を記念して3名様にプレゼントします。

17
お
め
で
と
う

齋藤町長へ受賞の報告をする水産加工
研究会のみなさん

くら し の メ モ

ひとりで悩まず
ご相談ください

よ
く
で
き

ま
し
た

「はんこ」を
押すときは慎重に！
管理もしっかり
しましょう。

『広報亘理（昭和47年5月）』の記事

阿
武
隈
川
④

　

―
川
口
の
守
護
神

川
口
神
社
・
湊
み
な
と

神
社
―

民話が伝える文化にもふれてみてくださ
い。『わたりの民話』1冊1,000円
郷土資料館で好評発売中

（ハガキ裏面）
郵 便 は が き

9 8 9 2 9 33

亘
理
町
字
下
小
路
７
の
４

亘
理
町
役
場
企
画
財
政
課

広
報
わ
た
り
五
〇
〇
号
記
念
プ
レ
ゼ
ン
ト
係

（ハガキ表面）

メッセージも
待ってまーす

（氏名）
（住所・連絡先）
（年齢）
（町外の方のみ勤務先）

●�広報わたりの感想や今後取
り上げて欲しい記事など

●�サンドウィッチマンへ
応援メッセージなど
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行

　
亘

理
町

企
画

財
政

課
〒

989-2393 宮
城

県
亘

理
郡

亘
理

町
字

下
小

路
7－

4
☎

0223-34-0502　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 http://w

w
w

.tow
n.w

atari.m
iyagi.jp

　最近、うその届出をしたり、不正に他人の証明書を取得するといった事件が発生しています。そこでうその届出を防止
し、個人情報を保護するために「本人確認」を行うことが法律化されました。
○こんなときは窓口に来た方の本人確認が必要です。
　・戸籍の届出（婚姻・離婚・養子縁組・養子離縁・認知）　・住民票の届出（住所変更・世帯主変更・世帯合併・世帯分離）
　・戸籍謄本や住民票などの証明書発行
○本人確認の方法
　窓口に来た方の運転免許証、写真付き住民基本台帳カードなどの写真付の本人確認書類の提示により確認を行います。
写真付の本人確認書類をお持ちでない方は健康保険証、年金手帳、介護保険証などをご持参ください。
　また、本人確認書類がない場合は、戸籍や住民票の内容について聞き取りや、本人あてに通知する場合もあります。

問い合わせ先　亘理町町民生活課　町民班　☎0223−34−1113


